
平成２４年３月２３日

観 光 庁

平成 24年度「観光プロモーションin羽田空港」実施団体を募集します！

・「空港を活用した国内観光振興プロモーション実行委員会」では、羽田空

港国内線旅客ターミナルにおける国内観光振興のためのプロモーション

を平成２４年度も実施します。

・このプロモーションの実施団体を、地方公共団体や観光振興団体を対象に

募集します。（募集期間 ３月２３日～４月２０日）

国内航空需要の拡大と国内宿泊旅行の拡大を目的として、観光および航空関

係者からなる「空港を活用した国内観光振興プロモーション実行委員会」では、

日本空港ビルデング㈱のご協力を得て、羽田空港国内線旅客ターミナルにおい

て、国内観光振興プロモーションを平成２０年度から実施しており、平成２４

年度も、ブース出展、デジタルサイネージ等によるプロモーションを行うこと

といたしました。

４月２０日までの間、地方公共団体および観光振興団体を対象として同プロ

モーションの実施希望者を募集いたしますので、積極的なご応募をお待ちして

おります。

別紙１ 空港を活用した国内観光振興プロモーションの募集概要について

別紙２－１ 空港を活用した国内観光振興プロモーションスペース図（第１ターミナル）

別紙２－２ 空港を活用した国内観光振興プロモーションスペース図（第２ターミナル）

別紙３ デジタルサイネージ 関連資料

別紙４ 空港を活用した国内観光振興プロモーション 企画申請書

別紙５ 空港を活用した国内観光振興プロモーション 効果的な実施のための

留意点

＜問い合わせ先＞

観光庁 観光地域振興部 観光地域振興課 福田 加地

TEL： 03-5253-8111（代） 内線 27-705、27-707

直通  03-5253-8327     FAX 03-5253-8930



平 成 ２ ４ 年 ３ 月 ２ ３ 日

空港を活用した国内観光振興

プロモーション実行委員会

空港を活用した国内観光振興プロモーションの募集概要について

平成２４年度に羽田空港国内線旅客ターミナルビル内において行う実験的なプロモーシ

ョンの募集についての概要は下記のとおりです。平成２４年度は、プロモーションの効果

を高めるため、ブース出展に加え、デジタルサイネージとフリーペーパーも活用し、多角

的・複合的なプロモーションを行うこととします。

記

１．プロモーションの実施概要

（１）実施内容

①羽田空港第１旅客ターミナル

・ブース出展による観光プロモーション（場所：２階マーケットプレイス 指定範囲）

・デジタルサイネージ広告（注）への掲載

（設置場所：第１旅客ターミナル内の女性用トイレ４２カ所２３３ブース）

・羽田空港フリーペーパー「ビッグバードプレス」（注）への特集記事掲載

②羽田空港第２旅客ターミナル

・プロモーション実施場所：２階５番出入口横 指定範囲

・デジタルサイネージ広告（注）への掲載

（設置場所：第２旅客ターミナルビル地下１階ロビー柱２０面、女性用トイレ２３カ所

１２２ブース）

・羽田空港フリーペーパー「ビッグバードプレス」（注）への特集記事掲載

※上記①、②のいずれかを選択してください。

※具体的な位置は別紙１を参照してください。

（注）■デジタルサイネージ広告

第１・第２旅客ターミナル・女性用トイレ６５ヵ所 ３５５ブース

・画面サイズ 左右１５２．４４ｍｍ×上下９１．２４ｍｍ

・放送回数 １５秒の動画又は静止画を１日計８３，８８０回（１日３６０回×２３３ブ

ース・第１ターミナル）、４３，９２０回（１日３６０回×１２２ブース・第２ターミナル））

第２旅客ターミナル 地下１階・ロビー柱２０面

・画面サイズ ６０インチ縦型（左右７５３ｍｍ×天地１，３３４ｍｍ）

・放送回数 １５秒の動画又は静止画を１日計７６００回（１日３８０回×２０面）

  ■羽田空港フリーペーパー「ビッグバードプレス」

  ・年５回×１５万部発行

・特集記事につきましては、取材する地域を指定させていただく場合がございます。

別紙１



（２）実施日程、実施時間等

・実施日程は次のうちいずれか（連続３日間・金曜日から日曜日）を選択してくださ

い。

平成２４年 平成２５年

① ② ③ ④

・観光プロモーション（ブース）

・デジタルサイネージ

７月１３日

～１５日

１０月１２

日～１４日

１月１８日

～２０日

３月８日～

１０日

・フリーペーパー ７月１０日

発行（予定）

１０月２日

発行（予定）

１２月１８

日発行（予

定）

３月１日発

行（予定）

・ブース出展の実施時間は午前１０時から午後６時までの間で実施団体が希望する時

間です。

・プロモーションの内容は、①の時期は夏休み後半、②の時期は冬休み、③の時期は

春休み、④の時期はＧＷの観光客をメインターゲットとしたものとします。

・デジタルサイネージについては、実施日程を挟んで最大２週間まで掲載が可能です。

（要調整）

（３）費用負担

プロモーションスペース利用料、デジタルサイネージ広告掲出料、フリーペーパー

特集記事掲載料は、日本空港ビルデング㈱の協力により無償です。

但し、以下に関する費用は、各実施団体側の負担になります。

・設営・撤去・立会い等に関する費用（約９万円）

・デジタルサイネージ広告データ作成費用（実費）

・デジタルサイネージ広告データ編成費用（２万１千円）

※データの形式やサイズについては別紙２を参照してください。

・その他プロモーション実施にかかる費用

２．公募主体

空港を活用した国内観光振興プロモーション実行委員会

・構成員：(社)日本観光振興協会、日本航空㈱、全日本空輸(株)、日本空港ビルデング(株)、

国土交通省（航空局（航空事業課、首都圏空港課））、東京空港事務所、観光

庁（観光地域振興部観光地域振興課）

・事務局：日本空港ビルデング(株)

観光庁観光地域振興部観光地域振興課

３．応募条件

(1) 応募者は、地方公共団体又は地方公共団体が構成員である観光振興団体で、フリ

ーペーパーの特集記事掲載に際して、取材内容・場所の推薦等に協力いただける方々

とします（単独又は共同応募が可能）。

(2) 応募者は、希望する日程・場所について第２希望まで申請できることとします。



４．応募手続、選定基準等

（１）募集期間

平成２４年３月２３日（金）～４月２０日（金）

（２）申請方法

プロモーション企画申請書（別紙３）に必要書類を添えて、６．に記載の受付窓口

（日本空港ビルデング㈱）に（１）の期間内（必着）に郵送にて提出してください。

なお、事前に受付窓口までご連絡の上郵送してください。

（３）選定基準

プロモーション希望日時および場所について、複数の団体が競合する場合、以下の

a)～c)に該当する応募を優先します。

a) 羽田空港就航便の利用促進につながる地域からの応募

b) 観光圏など、広域連携による観光に取り組む地域からの応募

c) 集客効果やＰＲ効果の高い取り組み内容の応募

（４）選定後の通知

（３）の審査の後、実行委員会より各申請者に対して回答を行います。その後、選定

された団体は日本空港ビルデング㈱との間で実務的な手続きについて調整してくだ

さい。

（５）実施団体の公表

プロモーション実施団体については、実行委員会が公表します。

５．その他留意事項

・実施前に、実際に行うプロモーション内容について、確認させていただきます。

・実施の際には、プロモーション期間中に、利用者による反響および満足度について所

定のアンケート調査（１００名以上）を行ってください。

・実施の際には、販売行為や金銭授受が伴う営業行為は禁止します。また、その他の禁

止行為、遵守規則、運営管理等、必要な事項は日本空港ビルデング㈱の定めによるこ

ととします。

・これまでの実施結果から、効果的なプロモーション実施のための留意点をまとめまし

たので参考にしてください（別紙４）。

６．受付窓口

日本空港ビルデング㈱ 広報・ＩＲ室（担当： 風間
か ざ ま

、臼井
う す い

）

東京都大田区羽田空港３－３－２ 第１旅客ターミナルビル

電話 ０３－５７５７－８０３０

E-mail kouhou@jat-co.com



羽田空港国内観光振興プロモーションスペース図（第1ターミナル）

（拡大図）

別紙2-1

①「展示可能エリア」 4m×6ｍ×高さ1.9ｍ

但し、2ｍ×2ｍ以内のもの１つに

限り、高さ2.4ｍまで可能とする。

※当該設置場所 ”周辺” は店舗区画となって

いるため、パネル造作の際はデザインを 事

前に審査することとし、商業環境の視認性に

十分配慮すること。

③「集客を伴う特別なイベント実施可能エリア」

展示可能エリアより＋1mの範囲まで可能と

する。

電源C

電源B

電源A

④「集客を伴う特別なイベントにおける集

客活動可能エリア」

両サイドの店舗の延長部と点字ブロッ

クとで囲まれたエリアとする（横線四角

部）。2名までの配置を原則とする。

②「集客活動可能エリア 」

4本の柱で囲まれた範囲まで集客可能エ

リアとし（斜線四角部）とする。



羽田空港国内観光振興プロモーションスペース図（第2ターミナル）

別紙2-2

（拡大図）

チェックインカウンター

①「展示可能エリア」
4ｍ×4ｍ×高さ2.4m

ストックスペース設置可能

エリア
2ｍ×1ｍ（床養生必須）

５番出入口

②「集客活動可能エリア 」 及び

③「集客を伴う特別なイベント

実施可能エリア」

4ｍ×4ｍより前方に＋2ｍの範囲まで

④「集客を伴う特別なイベントに

おける集客活動可能エリア」
斜線四角部で囲まれた2ｍ×5ｍのエリア

とする。 2名までの配置を原則とする。

電源A １５



デジタルサイネージ 関連資料

レストルームチャンネル（女子トイレ）

205mm

975mm

液晶
モニター

Aタイプ（コーナー設置） Bタイプ（側面設置）

91.24×152.44mm

900mm

290mm

Aタイプ

Bタイプ

グラフィック
パネル

※音声は出ませんので、必要に応じテロップ

加工を施してください。

液晶モニター（7インチワイド液晶タイプ）

メディア仕様

別紙３

※第１ターミナル、第２ターミナル両方



入稿規定

素材納品に関して

素材形態 デジタルベータカム / MPEG 1・２ / JPEG

サイズ 静止画編集時 ☞ 4：3の場合 640×480 (但し、矩形ピクセル機能がある場合720×480)

☞ 16：9の場合 1280×720 もしくは 1920×1080(単位：PIXEL)

最終出力 ☞ NTSC 720×480 アスペクト比16:9 フレームレート29.97fp

ご留意事項

画面の水平方向への伸長を避けるためサイドに黒味が

入ります。

4：3の場合

90％ 90％

90％

90％

90％ 90％

※PDP個体により、垂直方向で１～２％増加表示することがあります。

＜編集・テープ収録時＞ ＜モニター出力時＞

16：9の場合

NTSC（SD）のスクイーズにダウンコンバート後、納品してください。

モニター出力時はフルワイドで表示されます。

90％ 90％ 90％ 90％

90％

90％

90％

90％

＜編集時＞
＜テープ収録時＞

スクイーズ ＜モニター出力時＞

アクションセーフティ（動作範囲）

動くモノを認識させようとするならこの範囲内で。
※通常90%くらい内側の領域に設定します。

これより外側は隠れてしまう可能性があります。

タイトルセーフティ（タイトル範囲）

文字等を確実に読ませようとするならこの範囲内で。
※通常80%くらい内側の領域に設定します。

表やグラフもこの範囲内で作成します。

※PDP個体により、垂直方向で１～２％増加表示することがあります。

※第１ターミナル、第２ターミナル両方

※編成費として、21,000円ご負担いただきます。



羽田エアポートアドビジョン（第2旅客ターミナル地下１階）羽田エアポートアドビジョン（第2旅客ターミナル地下１階）

■設置場所
羽田空港国内線第２旅客ターミナルビル地下１階
北側ロビー

■画面サイズ・面数
６０インチ縦型・計20面
左右753mm×天地1,334mm

■仕様・露出時間・露出回数
音声放送 ： なし
放送時間 ： ５：００～２４：００（１９時間放送）
放送条件 ： １枠１５秒／１８０秒ロール
放送回数 ： ３４０回／１日１面×１０面＝３４００回
保障回数 ： ３０６０回（９０％）

■広告掲出規制
広告主及び意匠審査あり

BIGWING Co.,Ltd.

※第２ターミナルのみ



■「静止画」納品データ仕様について

＊制作原稿の向きにご注意ください。

横向（頭を左）きに直してご入稿しください。

1920ピクセル

1080
ピクセル

[ファイル形式] フォーマット：WMV9（Windows Media Video形式）
納品素材解像度:1280×720 (16：9)
エンコーディングレート：5Mbps

※前後にアクションつながりの画は必要ありません。
※音声は必ず切って納品をお願いいたします。

[納品メディア] フォーマットWMV9で記録したメディア（CD-R、USBメモリ等）
※ＴＶＣＭなど既存の動画素材でのご利用を検討の場合は事前にご相談ください。

[ 入 稿 日 ] 放映素材入稿期限は、放映開始日が含まれる週の月曜日より７営業日前までです。

[ファイル名称]   「 露出開始月日 / 広告主略称 / 素材番号 .WMV 」で名称を付けてください。
例：7月1日開始で、広告主がビッグウイングの場合「 0701BW1.WMV」
※素材番号は、露出順序に従って付けてください。
※ファイル名称は半角英数字で、日本語不可です。

[ 意 匠 切 替 ]     静止画と動画を交互に表示することも可能です。その場合は、必ず静止画で終了するように指定をお願います。
また、クライアント内の切り替えはCut（瞬間切替）のみとなります。

■「動画」納品データ仕様について

【放映イメージ】

【入稿イメージ】

画像の頭を反時計まわりに90°回転
したデータで納品ください。

入稿規定入稿規定

[ファイル形式] JPEG （RGB) データは横向き（左側が上）でご入稿ください。

[ 原 稿 サイズ ] 1080×1920ピクセル （16：9素材）

[  容 量 ] 1素材 1Mbyte 前後

[ ファイル名称 ]  「 露出開始月日 / 広告主略称 / 素材番号 .jpg 」で名称を付けてください。
例：7月28日開始で、広告主がビッグウイングの場合「0728BW1.JPG 」
※素材番号は、露出順序に従って付けてください。 ※ファイル名称は日本語不可

[ エ フ ェ ク ト]   ご指定のない場合は１秒のディゾルブとします。

[ 入 稿 日 ] 放映素材入稿期限は、放映開始日が含まれる週の月曜日より７営業日前までです。

[ 納 品 方 法 ] 1. CD-ROM
2.インターネットメール（haav.info@futurevision.jp ）

BIGWING Co.,Ltd.

※第２ターミナルのみ



空港を活用した国内観光振興

プロモーション実行委員会 殿

申請日    年   月   日

空港を活用した国内観光振興プロモーション 企画申請書

平成２４年度「空港を活用した国内観光振興プロモーション」に下記の通り

申請致します。

記

主 催 者：       

代表者名：      （印）

１．申請期間及びスペース

申請期間 申請スペース

第１希望 月  日～  月  日 第  旅客ターミナルビル

第２希望 月  日～  月  日 第  旅客ターミナルビル

※申請期間について「７月１３日～１５日」は夏休み、「１０月１２日～１４日」は冬休み、「１月１８日

～２０日」は春休み、「３月８日～１０日」はＧＷの観光客をメインターゲットとしたものとします。

※最大第２希望まで可。

２．主催者名等

主催者名

住  所 〒

担 当 者 （部署名）          （氏名）

連 絡 先 TEL FAX

Eメール

共同主催者名

３．企画概要

※別紙として、企画提案書を必ず添付してください。

  ・企画提案書は次頁の「企画提案書作成に際しての留意事項」を踏まえて作成してく

ださい。

  ・企画提案書は、Ａ４サイズを基本とします。
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（企画提案書作成に際しての留意事項）

１．第２希望まで提出される場合で、実施日程の異なるときは、プロモーション対象の季

節が異なるため、それぞれ企画提案書を添付してください。

２．企画提案書には、下記「基本的な事項」に関する内容を必ず盛り込んだ上で、プロモ

ーションの内容がイメージできるようなものとしてください。

【基本的な事項】

①プロモーション地域（PRする地域の名称や都道府県・市町村名）

②プロモーションにおいて、観光客に最も訴求したい事項

③上記②を達成するために実施する主な取組内容と、それにより期待される効果

④集客効果やＰＲ効果を高めるための工夫（クイズ、抽選会、キャラクターの登場な

どのイベントの実施等）

  ⑤プロモーションに参加する予定の団体（民間事業者等）

また、以下の事項についても、現時点で盛り込めるものがありましたらお知らせくだ

さい。

・プロモーション実施に際しての展示予定物の図面やイメージ図

・プロモーション実施に際してのスタッフの人数（予定）

・配布物（ノベルティ）の有無（有の場合はその内容）

・デジタルサイネージ広告へ掲載予定の静止画及び動画イメージ

・フリーペーパー特集記事掲載に際して、読者アンケートに提供可能な商品の有無

（有の場合はその内容）



空港を活用した国内観光振興プロモーション

効果的な実施のための留意点

（これまでの実施結果から）

これまでの実施結果から、特に以下の点に留意して実施することが、効果

的なプロモーションにつながると考えられます。

【会場としての優位性について】

○人通りが多く、かつ首都圏のみならず全国各地の方が羽田空港を利用。

（参考：平成22年度の羽田空港国内線乗降客数 平均値 16.5万人／日）

   ※出典 関東運輸局 関東輸送動向

○飛行機に搭乗する人が主に利用することから、街中等の他会場と比べて、

実際に頻繁に旅行している方が多いと考えられ、観光プロモーションの

会場として効果的。

【実際にプロモーションに立ち寄った方の特性について】

○会場はショッピングモール内又はその近辺であり、搭乗を急ぐビジネス

客よりも、空港での時間的余裕が比較的ある、搭乗前の旅行客が多い。

○年齢層では、40 代以上の方が比較的多い。

【プロモーション内容について】

○単にポスターを展示しパンフレットを配布するだけでは、立ち寄ってく

れる方は少ない。

○会場の２階（出発ロビー）はこれから飛行機に乗る人が多く、荷物を増

やしたくないことから、袋に詰めたパンフレットの束を配布しても受け

取ってもらいにくい。

○プロモーションに立ち寄ってもらうきっかけが重要。そのためには例え

ば、ノベルティグッズの配布やクイズ、抽選、キャラクターの登場等の

イベントで人々の目を引くことが非常に効果的。

○該当地域を旅行することの楽しさを実感を持って語ることができる、

日々実際に観光客に接している民間事業者等の地域の幅広い関係者等が

プロモーションに参加することが効果的。
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